
蛇口から
水が出ない

目黒区の各避難所には、災害用トイレが次の数、
備蓄されています。

区では毎年様々な防災備蓄品を買い足し、災害
への備えを強化していますが、災害用トイレの
数はここ数年現状維持。それはつまり今の数で
足りているということ...？ 調査してみました。

都内で最も被害が大きくなる都心南部直下地震
が起こった場合、区内では次のグラフのエリア
で上下水道が被害を受ける見込みです。

つまり区内 38か所の避難所のうち、

上記の避難所では、施設の水洗トイレが使用で
きず、災害用トイレを使うことになります。



区では、全避難所でペットとの同行避難を受け
入れていますが、2019 年時点では大半の避難所
が、ペットの居場所を“屋外”に設けていました。

　　　雨風を防げるようにと、区がせっかく
40張買いそろえた動物用テントも、
区内 2か所の倉庫にまとめて置いて
あるため、発災後すぐに各避難所へ
届けることはほぼ不可能です。

国の基準では、毛布は避難者一人につき2枚必要
とされているので、2種類合計1,550枚の備蓄
では、避難者1,000人に対して不十分です。
さらに床に敷くマットは、わずか100枚ほどしか
用意がなく、圧倒的な不足が予想されます。


